
ジャーナル編集規程 
 

制定：令和 3 年 月 日 

 

第 1 条 総則 

本規程は、日本実践学術総合会議が発行するジャーナル『実践学術研究』（以下、ジャーナ

ル）の発行および編集について必要な事項を定めることを目的とする。 

 

第２条 学術委員会の設置 

１．ジャーナルの発行および編集のために、学術委員会を設置する。 

２．学術委員会の構成員は学会長の推薦に基づき、理事会で選出する。任期は 3 年とする。

ただし、重任を妨げない。 

３．学術委員会の構成員の中から、編集委員長を互選により選出する。 

 

第３条 編集委員長の職務 

１．編集委員長は、学会誌の発行および編集を円滑に行うために、学術委員会を開催する。 

２．編集委員長は、学術委員会の業務結果について理事会に報告する。 

 

第４条 学術委員会の構成員の職務 

編集委員長を除く学術委員会の構成員は、学会誌の発行および編集を円滑に行うために、

編集委員長の業務を補佐する。 

 

第 5 条 投稿論文のジャーナルへの掲載 

１．ジャーナルへの投稿は、原則として日本実践学術総合会議の会員に限るものとする。 

２．ジャーナルに投稿する投稿原稿の種類は、査読論文、自由論文、研究ノートとする。 

３．査読論文は、投稿論文のうち本規程第 6 条に定める査読論文の審査手続きを経たもの

である。 

４．自由論文および研究ノートは、投稿論文のうち学術的価値の認められる論文であるが、

本規程第 6 条に定める査読論文の審査手続きを経ないものである。 

５．投稿論文の募集方法は、日本実践学術総合会議ホームページに掲載する。 

６．投稿論文は、学術委員会が制定した原稿規格に従わなければならない。従わない場合

は、当該論文の学会誌への掲載を拒否することができる。 

 

第６条 査読論文の審査手続き 

１．投稿論文を査読論文として掲載を希望する者は、学術委員会が指定した期日までにそ



の旨を学術委員会に報告し、当該論文を送付しなければならない。 

２．編集委員長は、前項の投稿者からの報告と当該論文の要旨に基づき、審査にあたる査

読者を選定する。1 編の投稿論文に対する査読者は原則として 2 名とする。 

３．査読論文の審査にあたって、査読者に対して該当する投稿論文の著者の所属および氏

名は開示しない。著者に対しても、投稿論文の査読者の所属および氏名は開示しない。 

４．審査手続きの過程で査読者に事故があった場合は、編集委員長は査読者を変更するこ

とができる。 

５．査読者は期日までに査読結果を学術委員会に報告しなければならない。 

６．投稿論文の査読結果は、学術委員会で取りまとめた後、編集委員長は速やかに著者に

査読結果を報告する。 

７．著者は、編集委員長から提示された査読結果に基づき、学術委員会に提出した論文の

取り下げ、もしくは修正できる。 

８．著者は、査読者による査読結果に対して疑義が生じた場合は、期日までに編集委員長

に対して質問することができる。質問に対して回答する場合は、査読者からの回答につい

て編集委員長から著者に報告する。ただし、査読者による著者からの質問に対する回答は

任意である。 

 

第 7 条 査読結果の表示 

１．著者に報告される査読者による査読結果の総合評価は、「掲載不可」、「指摘事項に基づ

き、修正を行えば掲載可」もしくは「査読論文として掲載可」とし、編集委員長から査読

結果を著者に報告する。 

２．投稿論文に対して 1 名以上の査読者が「掲載不可」と判断した場合は、査読結果の総

合評価を「掲載不可」とする。 

 

第８条 投稿論文の掲載 

査読論文は、査読結果を学術委員会で議論した後、編集委員長が投稿論文の掲載を決定す

る。自由論文および研究ノートは、学術委員会で議論した後、編集委員長が投稿論文の掲

載を決定する。 

 

第９条 投稿論文の校正 

ジャーナル掲載にあたり著者に対して投稿論文の校正を依頼することがある。 

 

第１０条 本規程の変更 

本規程を変更する場合は、理事会における出席者数の過半数の賛成決議を得る必要がある。 


